
令和4年度活動計画（各委員会委員長）

原稿依頼とニュース発送までの流れは従来通りで、下記を予定しています。

2022年2号
（記事内容：「やあ こんにちは」ほか通常記事）
5月原稿依頼済み→6月中に発行・発送予定

2022年3号
（記事内容：第32回日本MRS年次大会、MRMフォーラム2022告知／A2ポスター形式を予定）
8月ポスター原案作成依頼→9月に発行・発送予定

2022年4号
（記事内容：「やあ こんにちは」ほか通常記事、第32回日本MRS年次大会・ MRMフォーラム
2022詳細）
9月原稿依頼開始→12月上旬までに発行・発送予定

2023年1号
（記事内容：「やあ こんにちは」、第32回日本MRS年次大会・ MRMフォーラム2022開催報告
ほか）
12月原稿依頼開始→2月中に発行・発送予定

ニュース編集委員会 委員長 岩田展幸
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令和4年度活動計画（各委員会委員長）

国立高専機構―日本MRS連携推進委員会 連携推進委員長 佐藤貴哉

（実施計画）

u 例年、企画・実施していた「高専生サミットにおける審査員」、「日本MRS大実験室
WS」の実施について現在検討中。全国高専で実施する各種イベント実施時期が変
更されており、MRSJと連携したイベントについても計画は未定である。

（予算計画）

◆本年度、本委員会は予算計上の希望はしない。
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第32回日本MRS年次大会 組織委員長・手嶋勝弥 実行委員長・吉矢真人

令和4年度活動計画（各委員会委員長）



シンポジウムテーマ一覧(全16件、内国際シンポジウム4件)
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総合討論

ここでは、日本の材料研究について解決されるべき複合的課題に対する総合討論を実施
します。
2020テーマ
「日本の材料研究の現状と課題・その解決の糸口を探る」
2021テーマ
「日本の材料研究の現状と課題・その解決の糸口を探る」

公開討論

チュートリアル MRMまたは年次大会のコンテンツをより深く理解するための講義
2020テーマ：8+8テーマ
2021テーマ：6テーマ

特別セミナー 中等教育期間などとの連携

言語：日本語
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令和4年度活動計画（各委員会委員長）

第32回MRMフォーラム2022     実行委員長（未定）

総合討論 ⽇本の材料研究について解決されるべき複合的課題に対する総合討論
公開討論 多様な分野における先進材料研究と⾼度材料技術に関する公開討論
チュートリアル 本学会中のコンテンツをより深く理解するための講義
特別セミナー 次世代の材料研究を担う若い研究者にどのようにバトンを繋いでいくのか

MRMフォーラム2021は、前回会議MRM Forum 2020（ https://mrmforum2020.mrmj.org）に準拠



令和4年度活動計画（各委員会委員長）

MRM2023/IUMRS-ICA2023準備会 事務局長 鈴木淳史

概要（案）
組織委員⻑︓⽩⾕会⻑
実⾏委員⻑（複数）︓分野別︓DX（物理系）︓化学系:

⾦属セラミックス系︓⾼分⼦バイオマテリアル系
内容
プレナリー、クラスター、シンポジウム40から50テーマ
重要期⽇（3/28案）
2022年
3⽉〜事務局で準備開始
3/28の理事会で概要（⼯程表）承認
4⽉︓組織委員会⽴ち上げ
4⽉中旬︓シンポジウムの公募（Call for Symposia）
8⽉︓シンポジウム確定（ICYRAM終了後、本格始動）

スポンサー集め、プレナリー、キーノート
12⽉︓Call for Paper 2023年6⽉末まで

（延⻑なし: 締め切り後はオーガナイザー判断）
2023年6⽉末︓採否決定
7⽉初め︓参加登録開始
9⽉末︓Early Registration締切

正式名称（案）Materials Research Meeting 2023/ International Union of Materials 
Research Societies-International Conference in Asia 2023

略称︓ MRM2023／IUMRS-ICA2023



Call for Symposia: 8/1締切 http://mrm2023.jmru.org/




